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様式第２（第５条関係） 

会議録 

 

１．附属機関の名称 

  犬山市健康まちづくり推進委員会 

 

２．開催日時 

  令和６年７月 31日（水）午後２時から午後３時 45分まで 

 

３．開催場 

  市民健康館さら・さくら 交流ホール 

 

４．出席者 

  （１）委 員  

     渡辺俊介、宮田昭男、古川大祐、桑原生秀、宮崎貢一、榊󠄀原吉峰、竹腰篤、杉浦隆、 

江畑容子、紀藤秀夫、布目訓久、田口庸子、小林光子、澤野光子、山口将洋、岡村千里 

  （２）庁内関係課（高齢者支援課 前田敦課長、保険年金課 舟橋きよみ課長  

防災交通課 伊藤修課長） 

  （３）事務局 

健康推進課（水野嘉彦課長、武内道大課長補佐、古田裕三課長補佐、野村潤子統括主査、 

河村佐久良統括主査、松本聡子主任主査、田中陽子主任主査、中根久美主任主査） 

      

５．議題 

   （協議事項） 

     「みんなで進めるいぬやま健康プラン２１」の第２次評価・第３次策定について 

   （報告事項） 

     犬山市健康づくり推進事業所表彰について 

 

６．傍聴人の数 

    ０人  
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７．内容    

課長 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は、令和６年度第 1 回犬山市健康まちづくり推進委員会の開催にあたり、ご多用

の中、また、連日熱中症警戒アラートが発生されていたり、オリンピックの金メダルラ

ッシュで日本列島が沸騰している暑い（熱い）状況の中、ご出席いただきありがとうご

ざいます。 

私は、健康推進課長の水野と申します。どうぞよろしくお願いします。 

では、はじめに、原市長より委員の皆さまへごあいさつさせていただきます。 

 

皆さま、改めましてこんにちは。 

本当に暑くなっています。皆さま体調管理は大丈夫でしょうか。うだるような暑さと

はこのことだとつくづく思わされます。金メダルラッシュでオリンピックを見られてい

る方も多いと思いますが、寝不足には十分お気をつけいただければと思います。ま

た、犬山市では８月１日から８月１０日までロングラン花火が開催されます。１日 300

発ではございますが、皆さまに少しでも涼しさが届くように 10 日間開催させていた

だきますので、お立ち寄りいただければと思います。また、キッチンカー等で皆さまに

飲食も楽しんでいただける計画もありますので、ぜひお出かけいただければと思いま

す。 

今日、皆さまにお集まりいただきましたのは、いよいよ第３次みんなで進めるいぬや

ま健康プラン 21 の骨子ができあがりました。その骨子について、皆さまにご協議を

お願いしたいと思っています。これからの計画で、私たちが大切にしなければならな

いことは、言うまでもなく、計画が計画で終わることなく、実効性のあるものでなけれ

ばならないということです。昨年も委員の皆さまにご審議、ご協力いただいて、アン

ケートを実施いたしました。そのアンケートをもとに、計画でどう思いを形にしていく

のかをこれから委員の皆さまにご審議、ご指導いただく内容になります。ぜひ皆さま

には忌憚のないご意見をお願いしたいと思っています。 

その中で、今、人生100歳時代と言われます。私も市長をさせていただいて、100歳

を迎える方のお宅に表敬訪問、お祝いにお邪魔することがあります。市民の皆さんが

いろいろ集まる機会に、犬山市７万 1,000人程度の人口のうち、100歳以上の人は

何人いるでしょうという３択のクイズを皆さん出しています。①10 人以下、②30 人

以下③50 人以上、のどれでしょう、と言うと、一番多いのは②30 人以下です。しか

し、答えは 53人です。犬山には 53人の 100歳以上の方がおみえになります。まさ

に、人生 100 歳時代に、犬山の皆さんがいかに元気で豊かな生活を毎日送っていく

のかを考えていかなければならない時代に入りました。それが計画づくりにつながっ

ていくのだと思っています。どうか、それぞれの専門分野、専門的な立場から委員の

皆さまにはご提言をいただけるように、お願いを申し上げたいと思います。また、私

は本日、公務のため会議に最初から最後までお邪魔することなく、途中でご無礼しな

ければなりませんが、ご容赦、ご理解いただきますようにお願いを申し上げつつ、改

めてすべての皆さまに感謝を申し上げ、冒頭のあいさつとさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 
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会長 

 

 

 

続きまして、会議録の公表について申し上げます。 

この「健康まちづくり推進委員会」は附属機関の会議でありまして、「犬山市附属機関

の会議の公開に関する要綱第５条第３項」により会議録等を公表することとなってお

ります。 

そのため、同要綱第５条第２項により会議録に署名が必要となります。この後、会長か

ら２名の委員を指名していただきますので、指名された委員は後日ご協力をお願い

いたします。 

議事に入ります前に、ここで本日の出席者につきまして、ご報告申し上げます。 

本日ご都合により、１号の近藤委員、４号委員の奥村委員、５号委員の勝又委員、６号

委員の光清委員よりご欠席との連絡をいただいております。 

委員 20 名のうち【１6】名の委員にご出席いただいておりますので、当委員会の規則

第４条第３項の規定に基づき、本日の委員会は成立となります。 

なお、ここで、今回の委員会から新たにご参加いただくこととなった新委員の２名の

ご紹介をさせていただきます。お一人目は１号委員の古川大祐委員になります。お二

人目は２号委員の桑原生秀委員です。また、２号委員の榊󠄀原吉峰委員におかれまして

は、尾北医師会犬山支部長のお立場からではなく、子どもの健康づくりの分野におい

て、引き続きお力をお貸しいただけるということで、委員を継続いただくことになり

ましたことを、改めてご紹介させていただきます。どうぞ、よろしくお願いします。 

続いて、配付資料の確認をさせていただきます。 

本日の会議資料は、事前に郵送させていただいておりますが、 

①「本日の次第」 

②「犬山市健康まちづくり推進委員会規則」 

③「犬山市健康まちづくり推進委員会委員名簿」 

④「計画策定の流れ」（資料１） 

⑤「第３次みんなで進めるいぬやま健康プラン２１〈骨子案〉」（資料２） 

⑥「健康日本 21（第三次）の概要（国）」（資料３－１） 

⑦「第３次みんなで進めるいぬやま健康プラン２１〈骨子案概要〉」（資料３－２） 

⑧「第２次計画の市の主な取り組み（平成２６年度～令和６年度）」（資料３－３） 

⑨「第３次みんなで進めるいぬやま健康プラン２１策定部会委員名簿」（当日資料１） 

⑩「ご意見記入用紙」（当日資料２） 

⑪「事業所認定・表彰」（当日資料３） 

不足等ございましたらお申し出ください。 

それでは議事に入ります前に、会長からごあいさつをいただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

皆さんこんにちは。暑いですね。少し涼しさを期待しましたが無理でした。今日はご案

内のとおり、後で事務局からご説明があると思います、先ほど市長からもお話のあっ

たとおり、３月のアンケート調査結果を踏まえて、第３次計画をつくり、それをもとに、

皆さんに案をたたいていただく。その具体案については、策定部会で詰め、我々は本
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課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会をしながら、案を詰めていくと認識しています。 

私もあと２か月たちますと80歳になりますので、いつまでやれるかわかりません。市

長の言うとおり 100 歳まで生きられたらよいのですが、宮田先生が頑張られている

うちは私も頑張ろうと東京から参ってきた次第です。相変わらず厚生労働省、経済産

業省がやっている日本健康会議の事務局長をやらせていただいで、来年で 10 年で

す。厚労省も経産省からも辞めないでくれ、と言われていて、さすがに10年たてば辞

めるつもりですが、国民全体の健康づくりに寄与できていると思っています。中でも、

私は犬山が出身地ではありませんが、関わりをもつことができて、相当古くなります。

全国の市町村を並べたときに、犬山は本当に熱心。石田市長のときから関わらせてい

ただいています。私も今日は東京から出てきて、東京に帰りますが、何としても人口

10 万弱の犬山を健康のモデル都市にしていただきたいと思っています。ぜひ皆さま

に改めてご協力をお願いしたいと思います。お会いするのは年に１～３回ではありま

すが、よりよいものにブラッシュアップしたいという思いで、今日は皆さまに忌憚のな

いご意見をいただき、より実りのある議論をし、成果につなげていきたいと思ってい

ますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

ここで、市長は公務がこの後ありますので、ご退席させていただきます。 

今後の議事進行につきましては、規則第４条第２項の規定により会長が議長となりま

すので、渡辺会長に進行をお願いしたいと存じます。渡辺会長、よろしくお願いいたし

ます。 

 

それでははじめに、本日の会議録の署名者について、私から指名ということで、○○

委員と○○委員にお願いいたします。 

それでは、次第に沿って、協議事項に入りたいと思います。 

議論を含めて 15：３0 を目処に協議事項を議論したいと思います。事務局の説明は

14：45までの約 30分でわかりやすくお願いします。 

 

本日、委員の皆さまにお集まりいただきましたのは、令和７年度から開始となります

第３次の犬山市の健康プラン策定をご協議いただくためでございます。今回、事務局

から事前に送付させていただいておりました、昨年度実施しました健康づくり実態調

査の市民アンケートの結果、犬山市の現状についてのデータ分析、第２次計画の評価

をもとに、国、県の計画と整合を取りながら、事務局で来年度から 12 年先を見据え

た犬山市の健康づくりの方針を設定しております。今回は、現状分析から課題を抽出

し、目指す姿とその目標の達成に必要と考えられる施策をお示しさせていただいてい

ます。この後、担当から４つの方針についてご説明をさせていただきますので、この方

針でよいのか、この方針を達成するためにあげられた個別の目標設定がよいのか、こ

こはこう考えた方がよいのではないかというような、ご意見をいただきたいと思いま

す。それでは担当の方からご説明させていただきます。 
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【資料１ 計画策定の流れについて説明】 

【資料２ 第３次みんなで進めるいぬやま健康プラン２１〈骨子案〉について説明】 

【資料３－１ 健康日本 21（第三次）の概要（国）について説明】 

【資料３－２ 第３次みんなで進めるいぬやま健康プラン２１〈骨子案概要〉について説

明】 

【資料３－３ 第２次計画の市の主な取り組み（平成２６年度～令和６年度）について説

明】 

 

ご説明ありがとうございました。令和 6 年年度までは第２次プラン、令和７年度から

の第３次プランのご説明があったと理解しています。今日、ここにお集まりの方々に

議論していただくのは、令和６年度に終わる第２次の評価でしょうか。 

 

第２次評価を踏まえたうえでの、第３次の施策への反映。また、昨年行いましたアンケ

ート結果ですとか、統計資料をもとに課題を出しましたので、その課題やそれを踏ま

えた第３次の方向性についてのご意見をうかがいたいと思います。 

 

第３次の具体案は説明があると思いますが、別途策定部会があるということです。私

から簡単に、今うかがっていると、第２次の評価は非常に達成率が悪いです。Ｄ判定

が６割近く。それはすべて第３次に持ち越しということでよろしいでしょうか。 

 

時代背景を踏まえながら、必要なものは引き続き行っていくと考えています。基本的

には持ち越し。 

 

自然に健康になれるまちづくりについては各市町村悩んでいて、犬山でも取り入れて

いくというご説明がありましたが、もしわかれば、何をするつもりでしょうか。 

 

例えば、食に関して言いますと、野菜の摂取不足という状況を解消するために、スー

パーに協力をしてもらい、野菜が購入しやすい環境を整備するとか、野菜の多いメニ

ューを提供していただける飲食店を増やすとか。運動に関しては、なかなか予算が必

要な整備は難しいかと思いますが、犬山はいろいろな文化や自然があって、歩くのに

はよいところですので、人が集まるような機会があったり、楽しく仲間と歩けるような

場所を紹介できればと思っています。 

 

その具体策を含めて、これから、策定部会で検討していくということですね。９月か

10月に行うのでしょうか。 

 

10月に一度集まる予定です。 

ありがとうございます。今、ご説明があったように、令和６年度に終わる第２次プラン

を受けて、令和７年度から始まる第３次プランについてこのようにやりたいと、市がこ
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会長 

 

のように考えているというご説明だったと理解しました。これについて、考え方がお

かしいよ、こうしたらもっといいよ、でもよいです。何でも結構ですので、これから作

業部会で検討が始まりますので、私たちが所謂親委員会の存在として、忌憚のないご

意見を率直にお話いただく時間を取りたいと思います。 

 

全体としては非常によいのいではないかと思い、賛同します。その中で、基本方針２

の子ども食堂について、私は非常に驚いたのですが、アンケートでも、もし子ども食堂

があれば利用したいかどうかということで、就学前の保護者の 58.2％、小学生の保

護者の 51.2％に利用希望がある。犬山市の子ども食堂は楽田のコミュニティさんで

やっているということしか知らないのですが、必要と考えられる施策をみると、「市内

にある子ども食堂に関する情報発信を行うとともに、子ども食堂の活動支援をするこ

とが必要」とあり、具体性にやや欠けるのではないかと思います。また、市内にある子

ども食堂がどのくらいあるのか、また、例えば市に１か所しかないのであれば、まだま

だ足りないです。これだけ多くの皆さまが望んでいるのであれば、これを各地域に増

やしていくためにどのような努力をしていくのか。また、支援という内容ですと、一番

困っていらっしゃるのは、子ども食堂を開いているところは、皆さんボランティアが多

いと思います。私は、国で本腰を入れてやってほしいと思っています。全国の７人に１

人は貧困ということもありますが、市としてどのように考えているのかおうかがいし

たいです。 

また、「スマートフォン・タブレットの利用」とありますが、これも多くの子どもが所有し

ているということで、これの対策も必要だと思っていますが、スマートフォンの使い過

ぎによる健康障害ということだけではなく、今はギャンブル依存症が大人も子どもも

問題になっています。いろいろな啓発をしていく中に含まれるかもしれませんが、正

しい使い方、どなたもスマートフォンを持っているということは、悪の道の入口を持っ

ているようなものなので、そういった部分も強調していただけるとよいかと思いま

す。 

 

私どもも把握している子ども食堂は楽田コミュニティ１か所のみとなっていまして、個

別で地域で行っているものがあるかどうかは今後情報を集約していきたいと思って

います。もしかしたら、定期的ではない単発のものを子ども食堂の前身としてやって

いるかもしれません。そういったコミュニケーションができる食事の機会があれば情

報収集をして発信していきたいです。また、スマートフォンについては、使いすぎ以外

のトラブルについても、おっしゃるように、まだ判断がつかないために、トラブルに巻

き込まれる可能性があるということも承知しています。保護者も巻き込まないと対策

がなかなか難しいと思いますので、早い段階から保護者と一緒に行っていければと

思っています。 

 

市町村だけでできないこともあると思いますので、県や国のバックアップを受けて。

今の○○委員のように個別でもよいですし、全体像でもよいので、ご遠慮なくご発言
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ください。 

 

子ども食堂に関して、連合愛知尾張西地域協議会の代表を仰せつかっており、連合と

して、セカンドハーベストさんがあると思うのですが、そちらは食材を持ち込んで提供

して、困っているところに配ってくださいというところす。私は今仙電機に勤めていま

すが、その中でも食材を集めたりしていますので、そういったところで、企業への呼び

かけとかで困っている方への食の提供ができるかと思いますので、そういう形でも動

いていただければと思います。参考にしていただければ。 

 

今ご説明いただきましたとおり、計画において、策定に重要なことは体系図だと思っ

ておりまして、体系を拝見させていただいたのですが、非常によくできていると思い

ます。なので、この体系に沿って、さまざまな細かいところについて、委員の皆さま方

からご意見をいただき、修正をしながら進めていければと思います。この体系は非常

によくできていると思いますので、あとは、この内容に沿って肉付けをしていければ、

非常によい計画になるのではないかと思います。 

 

４か月健診、母子訪問、中学校での事業をしたりしています。骨子の基本方針Ⅳ「生涯

を通じた健康づくりの推進」で胎児期～幼児期とあります。ベビーの健康をつくるの

は、ママの食べ物で、そこをきちんとすることで、生涯において健康になるのではない

かと思います。ママの食事から入る。計画でも食に関する取組を続けてほしいと思い

ます。そして、中学生のときにお母さんが注意している食事のことを伝えています。中

学生がくらいがよく聞いてくれます。 

 

私たちは食事の問題の活動をしています。今回の計画では食育を重要視している感

じがします。先ほどご説明いただいた中で、高齢者の方の独居について、後期高齢者

になるほど一人暮らしになる。これは、私たちもたくさんの高齢者の方と接する中で、

お聞きしています。その中で、一人暮らしの方の買い物。一人暮らしになって身体が

不自由になったり、免許証を返納して買い物に行けない方がたくさんおられます。そ

して、バランスよく食べるという前に、今日、今何を食べるのかということで精一杯だ

とお聞きします。誰一人取り残さない社会を目指すのであれば、そういう人にも目を

向けていく必要があるのではないかと思っています。 

 

健康診断、がん検診の受診率がよくないのが課題になるのかと思います。受診率を高

める方法として、６月～12 月の検診期間を延ばすとか、国保の方は仕事があるため

にどうしても受診ができないのかもしれませんが、誕生月に健康診断の案内をしたり

多少費用を安くするとか、そういう方法もあると思います。毎年、がん検診を受けられ

て早期発見した方のエピソードや体験談を広報に掲載するなどをしていただけるとよ

いかと思います。 
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会長 

 

 

都道府県別にみると、青森県が一番平均寿命が短い。なぜ早死にするかといえば、検

診に行かない。だから、青森県知事の方も非常に苦労されている。40、50 歳の方は

娘さんの言うことなら聞くだろうということで、いろいろな工夫をなさっている。犬

山でも今、委員がおっしゃったような検診率を上げるような工夫があってもよいので

はないかということです。 

 

子どもの健康を考えるうえで、身体的には健康であることが当然大事だと思います

し、10 年、20 年、30 年先の生活習慣病に子どもの時期から注意していかなければ

いけない、ということが注目されているところだと思います。保育園時代から、小学

校、中学校の時代にかなりの生活習慣が確立されます。その時期からある程度意識を

して生活習慣を見直す。それには当然親御さんの協力が必要ですし、家族全員が生活

習慣病の予防意識を持つことが大事であると思います。 

小中学生の肥満度をみると、それほど高くないですが、３歳児の肥満度が高いです。

なぜその年齢だけ高いのか、なぜ小学生になると少し下がり、全国並みになるのかは

気になったのですが、よく言われるのは、１歳半健診、３歳児健診はほぼ 100％が健

診を受けており、１歳半から３歳にかけての増加率が高い子はかなりの率で成人の肥

満になるといわれていますので、３歳児の肥満の子のフォローをしっかりする必要が

あると思います。３歳児の肥満度が高いことが気になりました。 

もう１点、健康というのは当然身体的なことだけではなく、精神的な面、社会的に子ど

もたちが健康に過ごせるのかどうかも十分検討していただきたいです。子どもたちが

今置かれている状況は非常に厳しい。いじめもあれば、不登校もあれば、虐待もあれ

ば、家族で子どもと遊ぶ機会が少ないとか、いろいろな面があります。明らかないじ

めの立場にない子たちが、本当に健康な気持ちで学校生活を送っているのか、充実し

た毎日を送っているのかということ。前回のアンケートでも、自己肯定感が低いとか、

自分が役に立たないとか、親に愛されていないとか、いろいろな意見が出たのはびっ

くりしたところでもあって、もう少し子どもたちの気持ち、心をケアする必要があるの

ではないかと思います。それが、健康に結びついていくと思います。 

最後に、社会的にも健康に過ごされているかどうか。アンケートにも出ていましたが、

自由に遊べる場所。遊ぶということが子どもたちにとって非常に大事なこと。単なる

遊びではなく、好奇心を満たし、コミュニケーションがとれる、いろいろなメリットがあ

る。単なる遊び場をつくるだけよいのかどうかということも考えていただきたい。つ

まり、いつでもどこでも自由に遊べる、子どもたちがなんでもできる、制限を受けず

に遊べるような場所があるのが理想です。危険もあるため、難しいところもあると思

いますが、子どもたちの遊びについてももう少し重要視し、子どもたちの健康に寄与

していただければと思います。 

 

先ほど岡村委員がおっしゃっていた、子ども食堂のニーズが意外と多いということと

も関係するのかもしれません。 
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

骨子について、保護者による歯磨き、学齢期のあと、高齢者の内容になってしまって

います。76頁に歯と口腔の健康状態のグラフがあるのですが、50歳を過ぎると、健

康でない人が割と増えてくるということがあります。50 歳を過ぎると、歯周病の罹

患率が８割と言われています。健康日本 21 の中でも歯周病について、いろいろ入っ

ていました。細かい内容に関しましては、この後入ってくるのでしょうが、骨子の中

で、壮年期の歯周病に関して、何か入れていただきたいと思います。 

また、定期的な歯科健診診の受診についてですが、アンケートでは 56.4％の方が受

診しています。8020 について、健康日本 21 が始まったころは低かったですが、今

では 50％近くの方が達成しています。でも逆にいうと、残り 50％の方は 8020 を

達成していないということで、歯がない方も結構いる。こういう方が健診に来られな

くなるのは、ある程度は仕方がない。健診で歯が残っている場合だけではなくても、

口腔機能等をみることはありますが、一般的に 80 歳以上になって、歯がなくなって

しまうと健診の受診率が下がるのは当然あると思います。そうではなく、80 歳以上

にこだわらず、高校卒業以降、学校歯科健診がある年齢を超えたときから、健診の受

診率は低いと思います。アンケートは 56.4％となっていますが、犬山市の成人歯科

健診の受診率は２桁いかないくらいですので、実態として似合わない感じがします。

高齢者が定期的に歯科健診を受けられる環境づくりが必要とあり、80 歳以上の方に

ついては当然そうなのですが、それに加えて、学校保健安全法の枠を外れる人の健診

の参加率は低いと思います。アンケートで受診をしていると回答した人は定期的な受

診だけではなく、詰め物が取れたとか、そういった受診も含めての話だと思います。

実際の成人歯科健診や事業所の歯科健診の受診率は低いと思いますので、定期的に

受診している人が増えるようにしていただきたいと思います。 

 

今のお話にあった壮年期については、抜粋だから載せなかったということでしょう

か。わざわざ載せなかったわけではなく。 

 

抜粋したのが、高齢者ということで、壮年期の歯周病疾患については継続していくと

考えています。また、市が行っている歯科健診の値とアンケートの結果では乖離があ

るということについてですが、受診率は、アンケートでは 56.4％、成人歯科検診では

10％程度ということで、その開きについては、普段から病院にかかっているから市の

クーポンを利用しないのか、そのあたりはもう少し探っていかなければならないと思

います。 

 

宮田委員、全体をお聞きしていかがでしょうか。 

 

時間の都合もあり、手短にお話したいと思います。資料２の 87 頁の社会とのつなが

りについて、一言だけ触れたいと思います。海外の研究報告ではありますが、今年 17

歳を迎えた、2007年に生まれた人の半数は107歳まで生きるという報告が出され

ています。100年という長い人生の旅路を自立して充実して生きるかは、健康に大き
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交通防災課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く左右される。これは不変のことと思っています。その自立機能が低下して、要介護に

至る要因があります。その１番目は老衰です。具体的に言えば、動く力がなくなる、所

謂移動機能の低下が大いにあるのではないかと研究者は発表しています。２番目は

認知機能の低下。今日ここで最後に強調したいのは、社会的フレイル。これは要介護

の大きな一因です。どういうことかというと、社会活動への参加や交流に対する脆弱

性が増加している状態です。これをどのように解決していくかということですが、言

い換えれば外出支援をどのようにしたらよいのか。居場所づくりをどのようにすれば

よいのか。行政の後押しが非常に大事だと思っています。犬山では現在、コミュニティ

バスが運行したり、タクシーの無料券の配布が行われています。そのことに非常に熱

心に活躍されています、防災交通課長と高齢者支援課長に来ていただいています。防

災交通課長にはコミュニティバスの現状について、高齢者支援課長にはタクシー券の

現状や段階的な取組の方向性についてご説明いただきたいと思います。 

 

犬山市の公共交通は、コミュニティバスとタクシーチケットで進めております。昨年度、

防災交通課で総合公共交通ということで、地域公共交通計画を策定させていただき

ました。その中で、公共交通の役割を明確化させていただきました。まず、一番幹とな

るのはやはり鉄道になると思います。都市の間を結ぶ公共交通ということで鉄道を

幹とする。市内の生活交流ということで、コミュニティバス、犬山市ではわんまるくん

バスですが、鉄道が幹に対して、わんまるくんバスは枝という位置づけとしまして、市

内の中心部、主要施設であったり、住宅地を結ぶ路線として位置づけさせてもらいま

した。最後に、バス停まで行けない人、バスでは行けない場所をカバーするために、市

内全域を面的にカバーするという意味合いで、個別輸送としてタクシーを位置づけさ

せていただきました。このような形で、鉄道、バス、タクシーという形で、そういった役

割分担を計画の中に位置づけさせていただきました。 

コミュニティバスの簡単な変遷ですが、平成 12 年に１台からスタートしました。その

後、順にバスを増やして平成 25年にバスを５台に拡充し、週に２日から４日運行する

形になりました。その後、平成 30 年に 13 人乗りの小型のバスを３台追加しまして、

現在の８台８路線の形ができました。この小型の車両を導入することによって、これま

で対応できなかった少し狭い道路に入っていくことが可能になりました。また、犬山

市のバスは犬山の中央病院、犬山駅を必ず通るという路線編成をしているという特

徴もございます。ただ、昨今、運転手不足ということもあり、昨年の 12 月に最新の再

編をさせていただきました。運転手の労働時間の制限、休息時間の確保、運転手不足

から、どうしてもすべての路線を１便から３便は減便せざるを得なくはなりましたが、

冒頭に言いました地域公共交通計画の中でわんまるくんバスは維持・確保していくこ

とを位置づけさせていただきましたので、今後もバスを取り巻く環境はかなり厳しい

ものがございますが、維持・確保に努めていきたいと考えています。また、高齢者の運

転免許証の返納者の方へのサービスとしまして、65 歳以上で免許証を返納した方に

対しては、バスのチケットを５冊、１冊 11枚つづりですので、５冊ですと、55回分をお

渡しするサービスと 85 歳以上にはなるのですが、半年１万 3,000 円の定期券を半
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会長 

 

 

額 6,500円で販売する定期券半額サービスをさせていただいています。バスについ

ては以上です。 

 

定刻を過ぎていますので、数字等は申し上げません。背景や狙いを簡単に申し上げた

いと思います。令和５年度までは特に所得制限や要介護認定などの制限はなく、85

歳以上の方に年間28枚の基本料金の助成させていただいていました。今、喫緊に何

かしなければならないという課題はないと考えています。犬山市は市域が広く、鉄道

もかなり走っています。防災交通課長が申し上げたように、必ずしも交通の便がよい

というわけではないですが、今現在は、ご自身やご家族あるいは周囲のサポートで、

なんとか市民皆さまの力で日常生活が成り立っているという状況です。ただ、今後、

人口は減っていきます。高齢者も減っていきます。ただ、高齢化というのは進んでい

きます。孤立化も進んでいくと推測されます。そうした中、交通弱者は増えていくと見

込んでいます。宮田委員がおっしゃられたように、外出できなくなると、フレイルや要

介護のリスクは高まってきますし、高齢者施策を所管する立場としては、そもそも生

活が成り立たないということも懸念されます。タクシーの施策を展開しているわけで

すが、見直しの中で、タクシーの利用を増やせばいい、券をたくさん配ればいいという

ことになろうかと思いますが、タクシーの数はものすごく減りました。バスの運転手だ

けではなく、タクシーの利用が減ったそうです。利用がないということは、運転手の方

もお辞めになる。あるいは規模を縮小していくということがあり、タクシーが減ってい

ます。そのような中で、行政がチケットを大盤振る舞いしたところで、そもそも使えな

いじゃないということですので、宮田委員から段階的にという話がありましたが、令

和６年度から１部拡充させていただきました。年齢を 85 歳から 75 歳に下げた。た

だ、行政が施策としてやりますし、先ほど申し上げたとおり、大盤振る舞いしても使え

ませんので、免許を持っていない方に加えて住民税をお支払いになっていない方に

対象を限定して一部拡充させていただきました。この狙いは、タクシー業者の方とも

話をしながら進めていますが、タクシーの会社も地域貢献という側面はあろうかと思

いますが、やはり企業ですので利益にならないとやらないということです。そこで、行

政としては、市民の交通手段の確保と合わせて、行政が施策として、需要を喚起して

いく。需要を喚起していくことによって、民間もそれに応えていこう、ということで、民

間の協力も取り付けたということもありますので、今年度からわずかでもあります

が、拡充をさせていただいて、今後、タクシーの増え方、市民の方の使い方を見なが

ら、徐々に増やしていきたいと思っています。繰り返しになりますが、外出支援、フレ

イル予防、介護予防という観点と、私共としては、市内の高齢者の日常生活の交通手

段の確保という観点からタクシーの拡充を、様子をみながら必要に応じて行っていき

たいと思っています。 

 

今、皆さまからいただいたご意見を受けて、今後、策定部会において検討し、第２次で

達成できていないところを第３次に盛り込むと同時に、第３次をよりブラッシュアップ

していくと私は理解しています。事務局からご説明、あるいはお答えすることがあれ
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課長 

 

会長 

 

課長 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

ばお願いします。 

 

ご意見をたくさんいただきありがとうございました。小児に関しては小さいころから

の生活習慣が生活習慣病の発症に関わる課題で、小さいころからの対策が必要とい

うことです。体だけではなく、心の健康は生活の豊かさにも関わることだと思います

が、そういったことをすべて踏まえたうえでの対策が必要だと感じています。また、独

居の方、高齢者の方の買い物難民の問題については、先ほどの外出支援の話もあり

ましたが、買い物支援という視点もここに入れていきたいと思います。がん検診受診

率向上のための工夫点につきましては、アイディアをいただきましたので、どの年代

のがん検診の受診率が低いのか、どういった方々が受診できないのか、そういった分

析を深めていきながら、どういった対策が有効なのかをアイディアをいただきなが

ら、策定部会でもテーマを投げかけてご意見をいただきたいと思います。 

 

【当日資料１ 第３次みんなで進めるいぬやま健康プラン２１策定部会委員名簿につい

て説明】 

【当日資料２ ご意見記入用紙について説明】 

 

【当日資料３ 事業所認定・表彰について説明】 

 

表彰について知りませんでしたので、どのようなコメントをしてよいのか少し悩みま

す。私は今仙電機の組合の委員長を務めていますが、先ほど、今仙電機が認定されて

いないとお聞きしました。２頁目にある表彰審査基準をみると、やれていることはい

くつかあるのかと思いますので、認定企業になるよう、総務と話をしていきたいと思

います。 

 

ぜひ、認定申請をしていただければと思います。 

 

10月に策定部会を開いて、我々の本委員会はいつやるのでしょうか。 

 

皆さまお集まりいただくのは２月を予定しています。策定部会は 10 月に開催しまし

て、具体的な案を検討し、その後に文書会議を一度開催します。策定部会で検討して

いただいた内容をもとに、計画書の案を作成しますので、皆さまにお送りし、内容を

ご確認いただきます。冊子にはなっていませんが、計画書案を郵送でお送りしますの

で、そちらを確認いただくという形をとりたいと思います。 

 

以上で、終了いたします。暑い中、お忙しい中、本当にありがとうございました。 

 

今日、渡辺会長はこのような天候の中、午前中に今日の会議のためにすり合わせをし

ていただき、ご出席いただきました。先生の力強いフォローをいただきました。全国
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課長 

 

的にもトップクラスの方です。引き続き先生には元気に来ていただきたいとお礼を申

し上げたいと思います。本来は、もう一度本委員会を年内に開催すると話をしていた

記憶がありますが、諸般の都合で来年２月まで開催されないということですから、途

中報告については、渡辺会長にしっかり報告していただき、ご指導いただきたいと思

います。 

 

渡辺会長ありがとうございました。先ほどのお話をもう一度させていただきます。本

日のような会議形式での委員会は、翌年２月に開催を予定しています。その前に策定

部会で検討していただいた内容を踏まえて計画書案を 11 月ごろに書面で皆さまの

ところにお送りします。その後、新計画の最終案をお示ししますので、よろしくお願い

したいと思います。これをもちまして、犬山市健康まちづくり推進委員会を終了いた

します。なお、お帰りの際には交通事故等に十分ご注意ください。本日はありがとう

ございました。 

 

 

令和  年  月  日 

上記に相違ないことを確認する。 

 

（署名）                          

 

（署名）                 

 


